
日時： 1月 14日（土）午後 2時から 

会場： 一宮産業体育館 3階 第 1会議室 

講師： 元一宮市立北方中学校校長   田中 豊先生 

 

森春濤（1819－1889）は、一宮の医者の子として生まれ、一宮市丹羽にあった私塾有

隣舎で漢詩を学び、幕末から明治にかけての日本を代表する漢詩の大家となりました。

息子の槐南は、一宮で生まれ、明治の後期には、父をも凌ぐと言われる漢詩の大家とし

て、伊藤博文に漢詩を教えました。春濤の妻の実家である岐阜の国島家は、名家として

江戸時代には、黒野城为加藤貞泰に仕え、四国の大洲にわたり、幕末には郡奉行を勤

めました。藩命により長崎に赴き、坂本龍馬の勧めで蒸気船を購入。龍馬の命名により

『いろは丸』と名付けられたこの船は、大変な歴史の舞台となりました。 

そんな森春濤をめぐるいろいろなエピソードを、田中先生がお話してくださいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮が誇る漢詩の大家 

森春濤と国島家のこと 
 

いちのみや大学第 35回講座 

「一宮が誇る漢詩の大家 森春濤と国島家のこと」 
 

◆日 時 ：  1月 14日（土） 午後 2時から 3時 30分  

◆場 所 ：  一宮産業体育館 一宮市野口一丁目 6-22 

3階 第 1会議室 

◆会 費 ：  500円   

◆お問合せ・お申込み ：  
（要予約ではありませんが、できましたらご連絡していただけると助かります） 

ホームページから   

http://ichinomiyadaigaku.com/ 

または、いちのみや大学事務局（有限会社人の森 内） 

メール info@ichinomiyadaigaku.com   

電話  080-4227-8641 / FAX  0586-72-5445 

 

いちのみや大学第 35回講座 

みな様、お友達 
どうし、お誘い合
わせのうえ、 
ご参加ください！ 

講師プロフィール 
昭和 36年愛知教育大学 数学科卒業 

平成 5年一宮市立北方中学校校長 

平成 7年三重大学サンガ・ウゴイ・カサディ教授为催「アフリカ村おこし運動」理事 

平成 11年一宮市青尐年センター カウンセラー 

愛知教育委員会「食に関する指導推進事業連絡会議」議長 

一宮信用金庫育英会 理事 

平成 14年 ICCケーブルテレビ「ディリーショット」で一宮市などの文化・歴史の紹介 

一宮市北方町「加藤家文書」、「宝行当山記録」など、古文書の発掘、解読多数 

 

一宮市博物館刊『漢詩人・森春濤の遺墨』 

表紙より 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%97%A4%E5%8D%9A%E6%96%87


◆これからの講座の予定は？ 

月 日 曜日 場 所 講 師 内 容 

12月3日 

14:00～ 

土 一宮聖光教

会 

ハープ・日本の歌・ギタ

ーなど 

チャリティコンサート 

1月14日 

14:00～ 

土 産業体育館 元一宮市立北方中学校校長 

田中 豊先生 

一宮が誇る漢詩の大家 

森春濤と国島家の事 

2月5日 

11時～ 

日 ちゃらん家 げん氣CAFE 

小崎 幸恵さん 

マクロビオテック入門 

基本の説明とお食事 

 

これまでに開催した講座 ： カメラ講座、シャンソン、アフリカの音楽、ジャズピアノ、ヴァイオリ

ンについて、アートについて、洞窟探検の魅力、ネパール料理、韓国料理、日本茶、おから味噌、

うすずみ桜と真清田神社のなぞ、フロイスから見た信長、美濃路・起宿について、船橋楽器資料

館、プラネタリウム、葛利毛織、妙興寺、尾西繊維協会ビルなどの見学など 

 

◆いちのみや大学の講座は、どこで知ることができるの？ 

・いちのみや大学ホームページ  http://ichinomiyadaigaku.com で、学

生登録（無料）をしていただくと、新しい講座の案内を月1回、メールでお知らせします。 

登録方法→学生登録は、いちのみや大学ホームページの上部にある学生登録のボタンをクリ

ックし、学生登録のページで、メールアドレス、お名前、ユーザー名（半角英数字で４～10字）、

パスワードなどを登録（受講者登録）してください。 

受講したい時は、ログインして、受講したい講座名をクリックし、講座詳細のページの下にある

受講予約を申し込むのボタンを押すと、それだけで受講の申し込みができます。 

 

・チラシ  市役所（各庁舎）、市民活動支援センター、織部亭、野の花、三八屋、ちゃらん家、馬

宿、ヘアーシャンティなどで配布 

 

・中日新聞など 

中日新聞 『おでかけガイド』（金曜日に掲載） 

中日新聞ミニコミ紙  『タウンニュース』（毎月1日発行 一宮北部専売所 末広、富士、貴船学

区方面）、『ほッと！タイムス』（毎月15日発行 一宮市西部、萩原、戸塚、大和、西御堂地区販

売店）『きたがたくらぶ』（毎月1日発行 北方地区販売店）などに掲載しています。 

 
 

いちのみや大学事務局（有限会社人の森内） 

一宮市大和町宮地花池字中道４ アートメゾン103号 

tel/fax: 0586-72-5445 mail: info@ichinomiyadaigaku.com 

◆いちのみや大学とは 

いちのみや大学は、一宮の街をまるごとキャンパスにし、 

一宮にこんなすばらしい人がいることの紹介 

一宮近辺の郷土の歴史・文化の勉強 

一宮の自慢の場所の見学など 

ともに豊かに学んでいこうという生涯学習の市民活動です。 

 

 

いちのみや大学 検索 

mailto:info@ichinomiyadaigaku.com
NAOTO
取り消し線


